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２０１５年１月２１日 

  

 

 

 

 

本日(2015年 1月 21日）、2014年度九州アジア観光アイランド特区ガイド育成研修（第

一期・第二期／中国語・韓国語）の全ての県の合格発表を行い、54名の方が新たに合格

されましたので、お知らせします。 

これは、「九州アジア観光アイランド総合特区」（2013 年 2 月特区指定、2013 年 6 月

計画認定）を活用した地域活性化総合特別区域通訳案内士育成等事業で、昨年度から九

州 7県、福岡市と共に取り組んでいるものです。 

今年度合格された方も、既に福岡県知事の登録を受け、特区ガイドとして活動されて

おり、「最初は不安だったが、会話も弾み楽しい旅ができた」、「お客様の好みにあった

接待を心がけることが大切と感じました」といった感想等が寄せられています。 

また、九州初となるタイ語の特区ガイド研修が、2 月 7 日から福岡県会場を皮切りに

始まります。 

 

１．研 修 名  九州アジア観光アイランド特区ガイド育成研修 

２．対象言語  中国語、韓国語 

３．研修期間   

＜第一期＞福岡県 

2014年 8月 10日～2014年 10月 26日のうち 12日間もしくは 15日間 

  ＜第二期＞長崎県・熊本県・大分県（口述試験のみ：佐賀県・宮崎県・鹿児島県） 

2014年 10月 5日～2015年 1月 10日のうち 12日間 

４．研修応募者数及び受講決定者数  343名（内訳は別紙１のとおり） 

５．口述試験受験者数        232名（内訳は別紙２のとおり） 

６．合格者数         54名（内訳は別紙２のとおり） 

中国語  36名（うち中国語を母語とする方 30名） 

韓国語  18名（うち韓国語を母語とする方 12名） 

７．2013～2014年度  合格者数計 137名 

中国語  93名（うち中国語を母語とする方 71名） 

韓国語  44名（うち韓国語を母語とする方 29名） 

 

■2014年度 第三期 特区ガイド育成研修（タイ語）2月 7日（福岡県）、9日（大分県）開講！ 

・開催県及び受講決定者数：福岡県（土・日クラス）28 名、大分県（平日クラス）9名 

・研修期間：2015年 2月 7日（土）～3月 21日（土）のうち 12日間または 15日間 

 

 

 

新たに 54名の特区ガイド（中国語・韓国語）が合格!! 

～2014年度九州アジア観光アイランド特区ガイド育成研修（第一期・第二期）合格発表～ 

＜問い合わせ先＞ 

一般社団法人 九州観光推進機構 企画部 砂本、田中 

TEL：092-751-2943 
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（ご案内） 

「特区ガイド総合サイト」では、特区ガイ

ド登録者のリストの公開のほか、特区ガイド

に関する様々な情報を発信していますので、

是非ご覧ください。 

 

サイト名：九州アジア観光アイランド 

特区ガイド総合サイト 

ＵＲＬ： 

http://www.welcomekyushu.jp/kaiin/kyushutokku

guide 

 

 今回は、特区ガイドとして活動されている

方のメッセージ等をご紹介します。 

 

Ａさん 

（福岡市在住、女性、2013年度中国語合格） 

特区ガイド活動は「下見が重要」!! 

九州 5 県を１週間で回るツアーガイドの経験をされたＡさんは、「1 日平均２、３

カ所の観光地に行くため、今まで自分が行ったことのない場所も多く、そこへお客

様を案内するときはとても緊張しました。」との感想を寄せられました。 

この時の経験から、下見が重要と痛感したＡさん。これからもできるだけ、下見

に行き、経験を積みたいと言われています。 

 

特区ガイドを目指す人へのメッセージ 
 
ガイドの仕事は通訳や翻訳と違って受け身ではなく、工夫次第で面白いものにアレンジでき、

やりがいのある仕事です。 

  

 

Ｂさん（福岡市在住、男性、2014年度中国語合格） 

ガイドの仕事は大変な部分と楽しい部分がある！ 

Ｂさんは、最初は観光客の方々とコミュニケーションが取れるか心配だったそうです。 

でも、北部九州一周コースで様々な観光地をご案内するうちに、時間とともに慣れ、

自然と会話も弾み、一緒に楽しい旅ができ、自信もついた！と、嬉しい感想が。 

また、国内旅行業取扱管理者の資格が特区ガイドの活動に役に立っていると言われ

ています。 

 

特区ガイドを目指す人へのメッセージ 
 

ガイドの仕事は、大変な部分と楽しい部分とがあります。 

大変なのは、人々を導く能力を身につけることであり、楽しいのは、旅行に行くことだと思い

ます。 

 今後、特区ガイドを目指す人は、多くの観光知識を学び、倦まず弛まず励んでみてください。 

 

 


